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季
節
の
終
り
に

　
終
戦
後
三
十
六
年
を
経
た
今
日
、
戦

後
生
ま
れ
が
、
人
口
の
過
半
数
を
占
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
今
、
戦
後

二
回
目
の
世
代
交
代
期
が
巡
っ
て
き
、

各
界
に
お
い
て
若
返
り
が
進
み
つ
つ
あ

る
。
こ
の
傾
向
は
世
界
に
お
い
て
も
同

じ
で
、
次
の
時
代
が
す
で
に
し
の
び
よ

り
、
季
節
が
変
わ
る
の
を
待
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
国
の
発
展
の
た
め
に
、
人
類
の
幸
福

を
追
求
す
る
た
め
に
、
と
い
う
旗
印
を

掲
げ
つ
つ
、
日
々
社
会
は
変
化
し
て
い

く
。
　
そ
の
激
流
の
中
で
、
変
化
に
惑
う
こ

と
な
く
、
社
会
の
情
勢
を
正
確
に
認
識

す
る
こ
と
。
そ
し
て
謙
虚
に
思
考
し
て

行
動
す
る
べ
く
、
常
に
新
た
な
視
点
に

立
つ
社
会
の
要
請
に
応
え
る
努
力
を
す

る
こ
と
。
そ
れ
が
、
世
界
平
和
と
い
う

彼
の
岸
へ
至
る
道
で
は
な
か
ろ
う
か
。

太
田
呑
龍
忌
．

　
　
（
太
田
市
大
光
院
）

　
　
　
1
1
解
説
・
8
面
に
あ
り
ま
す
一

9
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欝
響
毯
無
二
聴

初
会
合

委
員
長
な
ど
を
選
出

　
第
一
回
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教
徒
委
員

会
は
、
八
月
三
日
午
後
二
時
か
ら
、
増
上
寺
内

明
照
会
館
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
委
員
会
は
、
去
る
五
月
二
十
六
日
の
理

事
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
復

興
推
進
の
た
め
、
従
来
の
準
備
委
員
会
を
拡
充

し
、
募
一
目
月
額
、
募
一
方
月
一
、
協
力
内
容

に
つ
い
て
検
討
す
る
、
と
い
う
議
案
に
基
づ
い

て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
全
仏
加
盟
の
＋
二
宗

派
、
四
都
府
県
仏
、
三
団
体
よ
り
推
薦
さ
れ
た

代
表
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
回
の
議
題
は
、
①
委
員
会
が
結
成
さ
れ

る
ま
で
の
経
過
報
告
、
②
事
務
局
案
に
よ
る
組

織
図
の
検
討
（
会
長
、
副
会
長
の
具
体
的
人
選

等
）
、
③
募
財
目
標
額
の
設
定
に
つ
い
て
の
検

討
、
④
復
興
す
べ
き
具
体
的
地
域
の
検
討
、
⑤

募
財
方
法
の
検
討
、
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
ま
ず
鱒
淵
理
事
長
、
日
野
事
務
総
長
の
挨
拶

で
始
ま
り
、
と
り
あ
え
ず
日
野
事
務
総
長
が
座

長
に
就
任
。
つ
づ
い
て
、
安
本
国
際
文
化
局
長

か
ら
、
委
員
会
結
成
に
至
る
ま
で
の
経
過
報
告

が
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
補
足
と
い
う
意
味

も
含
め
、
当
委
員
会
の
前
身
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
復

興
準
備
委
員
会
の
委
員
長
だ
っ
た
柳
了
堅
師
よ

り
、
経
過
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　
次
に
、
委
員
長
、
副
委
員
長
の
選
出
へ
と
移

っ
た
。
ま
ず
、
樹
陰
際
際
、
小
峰
一
子
、
那
須

徹
夫
、
稲
田
稔
界
、
江
連
俊
則
の
各
氏
が
委
員

長
・
副
委
員
長
選
出
委
員
と
し
て
推
薦
さ
れ
、

別
室
に
て
審
議
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
委
員

長
に
、
加
藤
海
必
見
（
日
蓮
宗
）
、
副
委
員
長
に
、

三
宅
心
戒
師
（
曹
洞
宗
）
、
岩
崎
宗
秀
師
（
東
仏
）
、

全
日
仏
婦
か
ら
一
名
、
の
薄
霧
が
選
出
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
各
師
が
、
正
式
に
委
員
長
・
副
委
員

長
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
け
る
か
否
か
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
所
属
団
体
と
協
議
し
た
上
で
、
決
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
な
お
、
次
の
委
員
会
は
、
九
月
二
日
に
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
き
ま
り
、
こ
の
日
審
議
で
き
な

か
っ
た
議
題
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
で
詳
細
な

資
料
を
用
意
し
、
再
度
議
題
と
し
て
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
【
出
席
】
森
田
禅
朗
（
和
宗
）
、
加
藤
海
門
（
日

蓮
宗
）
、
中
島
義
観
（
妙
心
寺
派
）
、
山
本
俊
幸

（
静
岡
県
仏
）
、
塩
入
亮
達
（
聖
観
音
宗
）
、
江

連
俊
則
（
埼
玉
県
仏
）
、
樹
谷
淳
宣
（
本
願
寺
派
）
、

本
間
孝
康
（
神
奈
川
県
仏
）
田
中
光
成
（
全
日

仏
青
）
、
那
須
徹
夫
（
大
谷
派
）
、
小
峰
一
門
（
智

山
派
）
、
畑
直
孝
（
東
仏
）
、
稲
田
稔
界
（
浄
土

宗
）
、
山
田
一
真
（
高
野
山
）
、
柳
了
堅
（
準
備

委
委
員
長
）

　　　　　　　w）一一w
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　　　　おすすめの言葉

ルンビニーは釈尊ご生誕の地として、私たち仏教徒

にとって最も尊崇されている聖地中の聖地でありま
す。

この聖地を復興して、名実共に立派な聖地とする計

画は過去十数年来の私たちをはじめとする世界仏教
徒の悲願であります。

去る昭和53年10月に我国で開催されました第12回世

界仏教徒会議において、ルンビニーの完全復興が全
会一致で決議されました。

そこで本会といたしましては、各宗派、都道府県仏

加盟団体の代表者の方々が、かの聖地へ赴き、着々
とすすめられている復興状況を視察するとi共に、ネ

パール政府高官等と懇談の機会を持ち、具体的に世

紀の大事業完遂への歩をす・めることは、まことに
意義深いものと存じます。

どうかこの機会に各宗派、都道府県仏加盟団体代表
者の方々はもちろんのこと、多数の仏教徒の皆さま
がふるってご参加されますよう心から希望いたしま
す。

　昭和56年6月　　　　　財団法人　全日本仏教会

　　　　　　　　　　　事務総長　日　野照護

昭和56年ll月9日（月）～15日（日）

￥369，000参加費用

バンコク、カトマンズ、バイラワ、ルンビニー訪問

《ヨ溶游行渋谷営業所

〒150東京都渋谷区渋谷3－8－12
　　03（407）5211（代表）

　　日仏ネパール係まで

主催全日本仏教会
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⑤

毎
年
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

　
英
語
で
仏
教
を
話
す
人
を
つ
く
ろ
う
一

と
、
去
る
昭
和
五
十
三
年
の
W
F
B
第
十
二

回
東
京
大
会
を
契
機
に
再
発
足
し
た
仏
教
英

語
研
究
会
。
毎
年
夏
に
、
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
い
る
と
聞
き
、
さ
っ
そ
く
お
訪

ね
し
て
み
た
。
場
所
は
大
雄
山
大
乗
寺
（
曹

洞
宗
）
の
箱
根
別
院
。

　
夏
休
み
と
あ
っ
て
、
家
族
つ
れ
や
若
い
グ

ル
ー
プ
で
に
ぎ
わ
う
箱
根
湯
本
。
強
羅
、
早

雲
山
と
登
る
に
つ
れ
て
、
さ
す
が
下
界
が
ウ

ソ
の
よ
う
に
涼
し
く
な
る
。
別
院
の
入
口
に

は
二
曽
目
勇
ω
①
目
ぎ
霧
匂
d
召
象
監
ω
櫛
国
ロ

α
q
】
凶
昌
〉
。
巴
①
寒
土
と
英
語
の
看
板
。
純
和

風
の
建
物
に
、
横
文
字
の
看
板
が
や
や
奇
異

な
感
じ
だ
。
さ
っ
そ
く
理
事
の
山
田
一
真
師

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
み
た
。

■

一

膠

▲

　
「
仏
英
研
は
、
も
と
も
と
第
二
回
の
W
F

B
大
会
（
昭
和
二
十
七
年
）
を
東
京
で
開
催

し
た
際
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
通
訳
を
か

っ
て
出
た
学
生
が
中
心
と
な
り
発
足
し
た
も

の
で
す
。
そ
の
後
、
ま
あ
休
会
の
よ
う
な
状熱心に講演を聞く参加町

回
で
し
た
が
、
三
年
前
に
W
F
B
の
東
京
大

会
が
開
か
れ
た
時
、
英
語
で
仏
教
を
話
せ
る

人
材
を
養
成
し
よ
う
と
再
出
発
し
ま
し
た
。

現
在
、
研
究
員
は
二
十
四
人
で
す
が
、
皆
熱

心
に
こ
の
夏
期
合
宿
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ

な
活
動
に
取
り
く
ん
で
い
ま
す
よ
」

　
こ
こ
で
、
会
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
す
る

と
ー
ー
、
ま
ず
定
例
研
究
会
。
毎
週
月
曜
日

の
夕
方
、
仏
英
研
理
事
の
人
た
ち
が
講
師
と

な
っ
て
、
仏
教
の
講
義
を
英
語
で
行
う
。
最

初
は
、
仏
教
系
大
学
な
ど
の
学
生
が
対
象
だ

っ
た
が
、
近
頃
、
主
婦
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、

在
日
外
国
人
な
ど
、
お
寺
と
直
接
関
係
な
い

人
も
増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
。

二
十
二
人
が
合
宿
参
加

　
次
は
、
外
国
人
向
け
の
寺
院
め
ぐ
り
ツ
ア

ー
。
日
本
に
い
る
外
国
人
に
仏
教
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
こ
れ
ま
で
に
二
回
実
施
。
特

に
「
坐
禅
と
寺
院
め
ぐ
り
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
第
二
回
の
鎌
倉
ツ
ア
ー
は
、
英
字
新
聞
に

載
っ
た
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
、
折
り
か
ら
来

日
中
だ
っ
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
団
の
俳
優

な
ど
も
参
加
、
盛
況
だ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
「
英
語
に
よ
る
仏
教
と
日
本
文
化

の
研
究
発
表
会
」
。
こ
の
二
月
に
行
わ
れ
た
第

二
回
大
会
で
は
、
出
場
者
十
二
人
の
う
ち
、

外
国
人
発
表
者
が
四
人
を
占
め
、
ま
た
聴
衆

箱根のセミナー会場

の
中
に
も
外
国
人
が
多
く
、
彼
ら
の
日
本
仏

教
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
感
じ
さ
せ
た
と

い
う
。

　
こ
の
他
、
来
日
中
の
外
国
人
仏
教
学
者
を

招
い
て
の
特
別
講
演
会
な
ど
、
多
彩
な
活
動

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
セ
ミ
ナ

ー
の
様
子
を
の
ぞ
い
て
見
よ
う
。

　
第
三
回
を
数
え
た
今
回
の
合
宿
参
加
者
は

二
十
二
人
。
外
国
人
の
顔
も
、
何
人
か
見
え

る
。
ち
ょ
う
ど
、
研
究
会
々
長
・
花
山
勝
友

武
蔵
野
女
子
大
教
授
の
、
英
語
に
よ
る
講
演

が
始
ま
っ
て
い
た
。

　
畳
敷
き
の
大
広
間
に
、
あ
ぐ
ら
や
正
座
な

ど
思
い
思
い
の
ス
タ
イ
ル
で
座
っ
て
い
る
参

加
者
。
ジ
ー
ン
ズ
姿
の
若
者
が
多
い
中
に
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
風
の
年
配
者
も
チ
ラ
ホ
ラ
。

女
性
は
三
人
。
花
山
師
の
身
ぶ
り
を
ま
じ
え

た
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
な
話
に
、
時
折
、
爆

笑
が
拡
が
る
。
窓
下
に
は
、
雄
大
な
山
々
が

の
ぞ
め
、
蝉
時
雨
が
う
る
さ
い
ほ
ど
だ
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
、
三
泊
四
日
に
わ
た
り
、

上
級
、
初
級
ニ
ク
ラ
ス
に
分
れ
て
の
講
義
の

他
、
理
事
で
あ
る
佐
伯
真
光
相
模
工
大
教
授

や
小
笠
原
隆
元
駒
沢
大
助
教
授
の
講
演
、
さ

ら
に
英
語
で
日
本
仏
教
を
紹
介
し
た
映
画
の

上
映
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、
実
に
盛
り
だ
く

さ
ん
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
た
。

　
将
来
は
、
英
語
の
仏
教
用
語
辞
典
を
つ
く

る
の
が
夢
、
と
語
る
山
田
理
事
。
国
際
化
が

進
む
一
方
の
日
本
社
会
で
、
今
後
、
仏
教
を

英
語
で
話
す
こ
と
の
重
要
性
を
、
痛
感
さ
せ

ら
れ
た
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ
た
。
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税
務
委
員
会
も
初
会
合

　
第
一
回
税
務
委
員
会
が
、
八
月
十
九
日
午
後

ご
時
よ
り
東
京
・
明
照
会
館
会
議
室
で
開
か
れ

日
野
事
務
総
長
挨
拶
の
あ
と
、
豊
田
総
務
局
長

を
座
長
に
選
出
し
て
議
事
に
入
っ
た
。

　
一
、
委
員
長
・
副
委
員
長
選
出
に
つ
い
て

委
員
長
・
鈴
木
霊
孝
、
副
委
員
長
・
神
野
真

一
、
河
野
亮
永
の
丁
半
が
選
出
さ
れ
た
。

　
一
、
委
員
会
の
構
成
と
性
格
に
つ
い
て

　
構
成
に
つ
い
て
は
今
後
の
活
動
に
よ
り
増
員

も
考
え
る
。
性
格
に
つ
い
て
は
、
迅
速
に
動
け

る
よ
う
な
規
約
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
、
委
員
会
の
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

　
当
面
す
る
問
題
、
長
期
的
な
展
望
の
二
面
か

ら
協
議
し
、
多
種
多
様
の
問
題
を
整
理
し
て
今

後
研
究
を
重
ね
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

W
F
B
執
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
ジ
ャ
カ
ル
タ
な
ど
で
開
く

　
W
F
B
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）
の
第
二
十
五

回
執
行
委
昌
ハ
会
は
、
八
月
二
十
一
日
か
ら
二
十

五
日
ま
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
及

び
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回

は
、
一
九
八
三
年
に
W
F
B
世
界
大
会
の
開
催

が
予
定
さ
れ
て
い
る
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
セ
ン

タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
た
。

　
執
行
国
電
力
国
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
日
本

か
ら
は
、
負
傷
し
て
い
る
鎌
田
国
際
部
長
の
代

理
と
し
て
、
磯
山
庶
務
部
長
が
出
席
し
た
。

　
　
　
直
挿
税
務
委
員
会
委
員

　
藤
原
正
秀
（
曹
洞
）
広
井
正
保
（
本
派
）
粟

津
秀
雄
（
大
派
）
新
井
智
清
（
日
蓮
）
中
野
浩

　
　
　
一
一
一
「
一
一
・
．
墨
一
一
●
盈
囎
＝
一
7
一
一
一
一
一
一
・
‘
＝
一
■
7
・
一
一
一
一
●
三
一
一
一
一
卿
＆
＝
一
一
・
島
一
一
9
層
・
昌
＝
一
層
・
一
一
8
智
・
・
一
一
一
曾
，
三
一
〇
＝
曽
二
一
層
一
一
曹

票
教
法
人
読
本
L

購
読
の
お
す
す
め

　
こ
の
度
、
日
本
宗
教
連
盟
編
纂
に
な
る
「
宗

教
法
人
読
本
」
が
発
刊
さ
れ
る
は
こ
び
と
な
り

ま
し
た
。
宗
教
法
人
の
管
理
運
営
、
会
計
、
税

務
等
実
務
に
即
し
て
体
系
的
に
解
説
し
た
も
の

で
、
各
宗
教
法
人
に
て
お
備
え
に
な
ら
れ
る
こ

と
を
お
薦
め
致
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
の
内
容
、
価
格
、
申
込
先
は
下
記

の
通
り
で
す
。

　
　
道
（
妙
心
）
中
村
義
英
（
智
山
）
大
多
喜
義
忍

　
　
（
天
台
）
鳥
居
慎
誉
（
豊
山
）
鈴
木
霊
孝
（
浄

　
　
土
）
北
川
智
城
（
高
野
）
河
野
富
永
（
埼
玉
）

　
　
大
越
孝
仁
（
茨
城
）
畑
直
孝
（
東
京
）
加
藤
康

　
　
照
（
栃
木
）
神
野
真
一
、
岩
脇
宏
信
、
花
木
義

　
　
光
、
伊
東
脩
己
、
羽
生
雅
則
、
長
谷
川
正
浩
（
以

　
　
上
竪
仏
推
薦
）

・
魯
一
一
一
■
呂
3
一
一
響
＆
3
一
胃
・
・
一
一
二
一
．
・
幽
雪
曇
7
畠
一
一
一
－
亀
一
一
3
1
・
6
題
3
1
・
一
一
一
一
一
曜
三
8
一
一
胃
三
一
■
一
3
二
一
一
一
冒
轟
8
一
一
－
基
一
一
胃
7
・
躍
一
二
盈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
己

内
　
容

価
　
格

申
込
先

締
　
切

　
　
　
一
言
回

ω
宗
教
法
人
の
社
会
的
役
割

②
宗
教
法
人
法
と
宗
教
法
人

⑧
宗
教
法
人
の
管
理
運
営

ω
宗
教
法
人
の
実
務

⑤
宗
教
法
人
の
事
業

⑥
宗
教
法
人
の
税
務

二
千
円
の
処
、
期
間
内
は
一
割
引

港
区
芝
公
園
四
－
七
－
四

　
全
日
本
仏
教
会
庶
務
部
宛

　
　
〇
三
（
四
三
七
）
九
二
七
五

九
月
二
十
五
日

賑
▼
◆
亀
．
◎
奪
◆
毒
．
◎
ろ
二
二
・
筆
◆
奢
・
◆
毒
◆
塾
9
毒
◆
童
・
◆
轟
言
◆
・
一
顎
・
◆
も
7
◇
▲
響
◇
乙
塾
◆
毒
◎
も
・
◆
亀
▼
◆
垂
・
◆
も
・
◎
も
7
◆
・
等
9
巻
τ
◇
亀
7
◆

全
仏

理
事
会
、
評
議
員
会

来
月
三
日
に
開
く
辮
纏
灘

　
全
仏
の
理
事
会
、
評
議
員
会
が
左
記
の
通
り

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
時
　
昭
和
五
十
六
年
十
月
三
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
十
一
時
　
評
議
員
会

　
　
　
　
　
午
後
一
時
　
　
理
事
会

　
場
所
　
東
京
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル

　
今
回
は
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
問
題
、
及
び
機

構
改
革
特
別
委
員
会
の
答
申
に
伴
う
、
寄
付
行

為
改
正
問
題
な
ど
が
、
主
に
審
議
さ
れ
る
予
定

で
す
。

嚇

魅

には最もゆかりの深い菩提樹と蓮の花を育ててみませんか！！…
界
…
教
、
宗

成道ゆかりの樹……菩提樹（印度ブッタガや産直輸入品）　苗代￥10，000（鼻付）

極楽浄土の華……蓮（チャワンバス通称紅蓮）　苗代￥7，000（鉢付）
無．獄上記の品二点を同時予約註文の場合特別価格￥15・…　癩

お申込、お間合せは下記のいずれかの所へ御一報下さい！

　東京池袋西武不動産縣園芸営業所麿〈03＞989－2755
　　　　〒171東京都豊島区南池袋1の16の15（西武鉄道ビル内）

㌧名古屋㈲梅金商店
　　　　　　　　　　　　麿〈052＞241－0901（代）
　　　　㈲かたばみ商事
　　　　〒460名古屋市中区大通三丁目39番33号

．
　
し
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－
全
日
仏
青
正
本
委
員
長
に
聞
く

救
援
委
員
会
を
中
心
に

実
践
活
動
と
組
織
拡
充
を

　
全
日
本
仏
教
青
年
会
の
新
理
事
長
に
就
任
し

た
正
本
乗
光
師
（
三
十
七
歳
）
は
、
東
京
仏
子

（
浄
土
宗
）
所
属
で
、
心
立
四
二
〇
年
を
超
え

る
活
動
家
で
あ
る
。
抱
負
を
一
言
、
お
聞
き
し

て
み
よ
う
。

　
－
こ
れ
ま
で
仏
青
と
ど
う
か
か
わ
っ
て
き

た
か
、
簡
単
に
ご
紹
介
下
さ
い
。

　
高
校
（
慶
応
）
時
代
に
、
担
当
の
先
生
に
さ

そ
わ
れ
た
の
が
最
初
の
こ
縁
で
、
大
学
で
も
引

き
続
い
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
慶

応
を
卒
業
後
、
大
正
大
学
で
勉
強
し
て
い
る
時

に
、
当
時
の
全
日
仏
青
、
ま
あ
今
と
は
か
な
り

性
格
が
異
な
り
ま
す
が
、
そ
の
事
務
局
長
を
お

引
き
受
け
し
た
の
で
す
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
、

東
京
仏
青
と
か
宗
派
の
仏
青
で
活
動
し
て
い
ま

し
て
、
三
年
前
の
W
F
B
東
京
大
会
の
時
に
は

W
F
B
Y
の
ホ
ス
ト
側
と
し
て
、
お
伝
い
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
一
全
日
仏
青
の
現
状
は
？

　
各
宗
派
や
地
域
の
仏
青
、
さ
ら
に
私
が
所
属

し
て
い
る
増
上
寺
の
仏
青
で
あ
る
東
京
仏
土
な

ど
、
全
部
で
二
十
二
の
団
体
が
、
現
在
の
構
成

母
体
で
す
。
そ
れ
ら
の
団
体
か
ら
出
た
常
務
理

事
・
理
事
が
、
理
事
会
で
役
員
を
選
出
し
、
ま

あ
実
際
の
活
動
は
、
役
員
が
中
心
と
な
っ
て
進

め
ら
れ
ま
す
ね
。
こ
の
他
、
国
際
委
員
会
と
救

援
委
員
会
と
い
う
、
二
つ
の
委
員
会
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

1
と
こ
で
、
新
理
事
長
と
し
て
、
抱
負
を
一

言
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
仏
教
の
基
本
で
あ
る
慈
悲
行
、
菩
薩

行
と
い
っ
た
こ
と
を
、
個
々
の
仏
青
で
は
な
か

な
か
や
り
に
く
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
救
援
委

員
会
を
通
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
例
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
救
援
活
動
で

し
た
。
こ
れ
は
全
日
仏
青
の
歴
史
の
中
で
、
初

め
て
の
実
践
的
活
動
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
全
国

か
ら
多
額
な
カ
ン
パ
が
寄
せ
ら
れ
、
ま
た
現
地

へ
実
際
に
行
っ
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

わ
ざ
わ
ざ
日
本
か
ら
若
い
お
坊
さ
ん
が
来
て
く

れ
た
と
、
大
変
な
反
響
で
し
た
。
延
べ
、
二
百

人
近
く
の
人
が
行
き
ま
し
た
が
、
帰
国
後
、
同

行
っ
て
よ
か
っ
た
、
何
よ
り
自
分
の
勉
強
に
な

っ
た
と
、
こ
も
ご
も
話
し
て
い
ま
す
。
救
援
委

員
会
の
活
動
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
だ
け
で
な

く
、
日
本
国
内
に
も
目
を
向
け
、
で
き
る
と
こ

ろ
が
ら
手
を
つ
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
組
織
の
問
題
。
こ
こ
数
年
、

組
織
を
拡
充
す
る
と
い
う
活
動
は
、
必
ず
し
も

充
分
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
我
々
の
仲

間
に
入
っ
て
い
た
だ
く
団
体
を
一
つ
で
も
増
や

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
1
入
7
年
の
主
な
催
し
は
？

　
十
一
月
に
神
奈
川
で
大
会
を
開
く
つ
も
り
で

す
。
昨
年
は
大
阪
で
開
か
れ
、
全
日
仏
青
の
あ

り
方
を
め
ぐ
っ
て
、
か
な
り
真
剣
な
討
議
が
な

さ
れ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
時
間
が
短
く
、

あ
ま
り
つ
っ
こ
ん
だ
話
し
合
い
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
度
は
一
泊
二
日
で
、
中
身
の
あ
る

も
の
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
1
人
『
後
の
仏
青
活
動
で
、
大
切
な
の
は
ど

ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　
一
般
の
若
い
人
に
対
す
る
、
仏
教
の
啓
蒙
と

い
う
こ
と
が
、
仏
聖
活
動
本
来
の
目
的
で
し
ょ

う
。
そ
れ
に
は
、
救
援
活
動
や
国
際
交
流
な
ど

を
通
し
て
、
社
会
ヘ
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
か
な
け

れ
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
若
者
た
ち
が
持

っ
て
い
る
お
寺
に
対
す
る
異
和
感
を
、
少
し
で

も
な
く
せ
れ
ば
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　　上聖堂上川金太郎商店
●墓地用線香製造販売

東京都豊島区巣鴨4－8－7

TEL　 （03）917－1734
山形市山寺（堀川商店内）

TEL　 （0236）95－2742

店本●各種墓地用品販売
東北出張所士冗販香薫種●各
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郷

菱

　
一
方
、
新
体
制
へ
の
準
備
は
刻
々
進
展
し

て
い
る
こ
と
が
、
ラ
サ
国
立
教
育
大
学
を
見

学
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
わ
か
っ
た
。
こ
れ
は

開
校
し
て
五
年
、
チ
ベ
ッ
ト
地
区
に
あ
る
四

校
の
一
つ
で
、
校
舎
、
宿
舎
等
、
な
お
建
造

　
と
は
い
っ
て
も
、
宗
教
的
元
首
に
対
す
る

帰
依
の
感
情
は
、
今
な
お
一
般
に
特
別
な
も

の
が
あ
る
。
先
述
の
市
場
で
は
、
現
十
四
世

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
写
真
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ

る
と
い
う
が
、
そ
の
名
称
を
口
に
す
る
者
、

聞
く
者
を
問
わ
ず
、
敬
慶
な
心
は
人
々
の
所

作
に
表
現
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、

ラ
サ
市
外
に
あ
る
代
表
的
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
生

活
に
は
、
そ
の
様
な
宗
教
意
識
が
ほ
と
ん
ど

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
現
在

チ
ベ
ッ
ト
に
は
二
者
相
異
る
社
会
意
識
が
、

各
々
独
立
に
並
存
し
て
い
る
と
し
か
考
え
ら

れ
な
い
。

静
終
章
善
縁
畿
⑳
聰
綾

途
上
に
あ
る
。
学
生
総
数
八
二
四
人
（
う
ち

四
五
六
人
が
小
数
種
族
出
身
）
、
三
学
部
十
一

学
科
、
二
一
二
七
人
の
教
授
陣
（
う
ち
七
六
人

が
小
数
種
族
出
身
）
を
持
つ
と
い
う
。
し
か

し
、
使
用
語
は
中
国
語
で
、
チ
ベ
ッ
ト
語
で

は
な
い
。
こ
こ
に
中
国
化
政
策
の
一
端
を
見

る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
ら
教
育
大
学
で
養

成
さ
れ
た
青
年
教
師
た
ち
が
、
や
が
て
小
中

学
生
を
指
導
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
ダ
ラ
イ

・
ラ
マ
を
象
徴
と
す
る
旧
体
制
意
識
は
、
当

然
急
速
な
変
化
を
遂
げ
る
に
違
い
な
い
。

（下）

市
　
村
　
承
　
乗

　
け
だ
し
、
宗
教
の
弾
圧
と
制
限
付
自
由
化

は
共
産
主
義
革
命
の
定
石
で
あ
る
が
、
チ
ベ

ッ
ト
に
お
け
る
自
由
化
政
策
は
、
政
治
的
と

い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
社
会
経
済
上
必
要
な

も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
な
る

ほ
ど
新
体
制
は
施
行
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し

旧
体
制
に
生
き
る
過
半
数
の
大
衆
は
、
そ
の

計
画
経
済
機
構
や
生
産
目
標
達
成
に
は
、
と

て
も
参
加
し
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ポ
タ

ラ
宮
殿
で
拝
観
で
き
る
、
歴
代
ダ
ラ
イ
・
ラ

マ
の
墓
所
を
飾
る
金
銀
宝
玉
の
富
は
、
莫
大

な
も
の
と
い
わ
れ
る
が
、
経
済
生
産
余
乗
の

こ
の
よ
う
な
消
費
は
、
新
体
制
の
そ
れ
と
極

端
に
対
立
す
る
。

　
ラ
サ
滞
在
最
終
日
に
は
「
世
界
の
屋
根
」

と
題
す
る
、
中
共
科
学
局
制
作
の
映
画
を
上

映
し
て
く
れ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
の
持
つ
資
源
は

莫
大
で
、
中
国
人
の
開
発
意
欲
に
は
満
々
た

る
も
の
が
あ
る
。
今
日
、
チ
ベ
ッ
ト
地
区
経

済
計
画
の
焼
き
直
し
が
叫
ば
れ
て
い
る
時
、

「
中
共
政
権
は
何
と
か
し
で
、
新
体
制
と
い

う
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
た
大
衆
を
、
ダ
ラ
イ
・

ラ
マ
の
宗
教
的
指
導
力
に
よ
っ
て
、
生
産
過

程
に
動
員
し
た
い
の
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
臆

測
も
、
当
然
成
り
立
つ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
昨
年
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
が
中
共
の
帰
還
要
請

を
退
け
た
裏
に
は
、
こ
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン

グ
の
問
題
も
、
充
分
考
慮
さ
れ
た
に
違
い
な

い
。
時
の
経
過
が
は
た
し
て
こ
の
宗
教
的
権

威
者
に
対
し
て
、
有
利
に
作
用
す
る
で
あ
ろ

う
か
、
そ
れ
と
も
不
利
に
作
用
す
る
で
あ
ろ

う
か
、
チ
ベ
ッ
ト
の
門
戸
開
放
に
踏
み
切
っ

た
中
共
側
も
、
こ
の
点
充
分
計
算
に
入
れ
て

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
政
治
上
の
変
化
に
は
予

測
し
難
い
も
の
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
帰
還
、
不
帰

還
に
か
か
わ
ら
ず
、
チ
ベ
ッ
ト
本
土
の
仏
教

徒
は
い
ず
れ
世
界
仏
教
徒
連
盟
に
代
表
さ
れ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
昨
年
第
十
三
回
仏
教

徒
会
議
を
前
に
し
て
、
中
国
仏
教
会
は
近
い

将
来
、
代
表
団
を
再
び
送
り
た
い
と
提
案
し

て
き
た
。
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
は
、
中
国
人
の
仏

教
と
は
確
実
に
異
っ
た
性
格
や
伝
統
を
持
つ

独
立
し
た
組
織
体
系
で
あ
る
。
は
た
し
て
い

か
よ
う
に
、
チ
ベ
ッ
ト
本
土
の
仏
教
が
代
表

さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
政
治
的
に
統
合
さ
れ
た
も
の
は
政
治
的
に

分
離
さ
れ
得
る
が
、
宗
教
的
に
分
離
さ
れ
た

も
の
は
二
度
と
統
合
さ
れ
得
な
い
と
す
る
の

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
史
の
経
験
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
人
種
も
言
語
も
異

に
す
る
チ
ベ
ッ
ト
人
と
中
国
人
と
で
は
、
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。

　
イ
ン
ド
に
亡
命
す
る
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法

権
、
チ
ベ
ッ
ト
本
土
に
お
け
る
仏
教
徒
、
そ

し
て
中
国
仏
教
会
、
こ
れ
ら
を
め
ぐ
る
複
雑

な
関
係
に
お
い
て
、
世
界
仏
教
徒
連
盟
の
は

た
せ
る
役
割
は
、
奈
辺
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。

×〉〈〉〈〉・《×××××
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機
構
改
革
特
別
委
開
く

委
員
長
選
出
次
回
へ

　
昭
和
五
十
六
年
度
の
第
一
回
機
構
改
革
特
別

委
員
会
は
、
七
月
二
十
七
日
午
後
二
時
か
ら
全

仏
会
議
室
で
開
か
れ
た
。
日
野
事
務
総
長
の
挨

拶
に
つ
づ
い
て
、
中
村
財
務
部
長
か
ら
各
委
員

の
紹
介
が
あ
り
、
小
野
島
事
務
次
長
を
座
長
に

選
出
し
て
議
事
に
入
っ
た
。

　
ま
ず
中
村
部
長
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
委
員
会

の
経
過
報
告
が
な
さ
れ
、
委
員
長
、
副
委
員
長

の
選
出
に
移
っ
た
が
、
出
席
委
員
が
少
な
い
た

め
、
次
回
に
も
ち
こ
す
こ
と
を
決
定
。
次
に
全

仏
会
長
・
副
会
長
推
戴
委
員
会
細
則
の
検
討
、

全
島
理
事
長
選
定
内
規
の
再
検
討
等
の
議
題
を

審
議
、
重
要
な
問
題
な
の
で
、
次
の
委
員
会
に

継
続
し
て
に
つ
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
二
回
同
和
委
員
会

　
去
る
六
月
十
九
日
、
午
後
一
時
か
ら
、
京
都

の
墓
言
口
宗
智
山
派
宗
務
所
を
会
場
に
、
第
二
回

同
和
委
員
会
が
開
か
れ
た
。

今
回
は
、
部
落
解
放
研
究
所
か
ら
各
宗
派
に

送
附
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
、
回
答
状
況
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
た
。
六
月
十
八
日
現
在
、
六
十

五
宗
派
中
、
す
で
に
二
士
二
宗
派
か
ら
回
答
が

よ
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
委
員
会
と
し
て
は
、
回

答
の
な
い
宗
派
へ
は
催
促
し
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
小
冊
子
に
ま
と
め
資
料
と
す
る
こ
と
、
ま

た
問
題
意
識
の
薄
い
宗
派
へ
は
、
何
ら
か
の
形

で
指
導
し
て
い
く
こ
と
、
を
決
定
し
た
。

全
一
セ
ン
タ
ー
委
員
会

　
去
る
七
月
三
日
、
午
後
一
時
か
ら
、
第
四
回

全
仏
セ
ン
タ
ー
建
設
準
備
委
員
会
が
、
全
仏
会

議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
最
初
に
、
現
在
の
明
照
会
館
二
階
へ
事
務
所

が
移
転
し
た
経
過
が
報
告
さ
れ
、
現
事
務
所
の

契
約
期
間
が
三
輪
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
委
員

会
と
し
て
継
続
を
要
望
す
る
こ
と
を
決
定
。
ま

た
「
石
仏
セ
ン
タ
ー
」
（
仮
称
）
に
つ
い
て
は
検

討
を
続
け
、
次
回
の
委
員
会
に
報
告
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

「
、
亀
噺
馳
、
口
腎
鴨
、
ロ
噛
聖
、
馳
軸
馳
、
●
覧
馳
、
馳
鴨
隔
、
馳
噛
馳
、
舳
、
馳
、
亀
噛
亀
、
亀
隔
陶
、
亀
噛
馳
、
亀
、
馳
、
馳
、
馳
三
更
、
馳
、
鷺
、
馳
、
璽
、
馳
、
亀
町
竜
、
馳
、
馳
、
亀
軸
馳
、
一
覧
馳
、
亀
陶
馳
、
亀
、
鴨
、
醒
し
亀
、
亀
、
亀
、
亀
、
聰
、
嘔
覧
亀
、
亀
二
更
、
睡
ら
鴨
、
瞳
二
一

’
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一
一
脚

4

69

　
町
田
発
言
を
契
機
と
し
て
「
同
和
問
題
に

取
り
く
む
全
国
宗
教
者
結
集
集
会
」
が
持
た

れ
、
さ
ら
に
同
じ
く
「
宗
教
教
団
連
帯
会
議
」

の
結
成
を
見
る
に
至
っ
た
。
部
落
差
別
の
現

実
に
取
組
む
こ
と
を
抜
き
に
は
、
も
は
や
宗

教
者
と
も
、
ま
た
社
会
に
応
え
る
教
団
と
も

名
告
り
得
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
宣
言
し
た

の
で
あ
る
。
画
期
的
な
こ
と
を
い
ま
宗
教
者

自
ら
の
課
題
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
画
期
的
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
宗
教

者
は
、
仏
の
国
、
神
の
国
に
独
り
よ
が
り
に

酔
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
今
日
只
今
の
問
題

に
関
わ
る
こ
と
な
く
し
て
宗
教
者
と
は
、
現

⑤

同
和
委
員
会
委
員
長

橘

了
法

実
を
麻
痺
さ
せ
る
た
だ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
執
行

人
だ
け
だ
っ
た
の
か
。
「
宗
教
は
阿
片
」
と
い

わ
れ
る
と
こ
ろ
。

　
か
っ
て
な
か
っ
た
こ
と
を
、
い
ま
漸
く
に

し
て
自
ら
の
課
題
と
し
た
の
で
あ
る
。
新
ら

し
い
自
ら
の
出
発
で
あ
る
。

　
す
で
に
「
国
民
的
課
題
」
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
、
さ
ら
に
宗
教
人
自
ら
の
責
任
課
題

と
し
、
教
団
の
世
に
あ
る
使
命
と
自
覚
し
た

の
で
あ
る
。

　
わ
が
仏
教
界
の
な
か
で
、
水
平
社
発
足
以

前
の
時
期
に
お
い
て
一
宗
の
課
題
と
標
挙
し

つ
つ
、
そ
れ
が
宗
門
内
部
に
終
始
し
た
と
こ

う
に
、
い
ま
だ
に
啓
発
活
動
の
段
階
に
止
り
、

宗
門
全
体
の
実
践
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
、

そ
こ
に
大
地
の
警
鐘
を
受
け
た
の
で
あ
っ

た
。　
そ
れ
は
こ
う
し
た
運
動
が
、
も
っ
と
グ
ロ

ー
バ
ル
な
全
仏
教
的
な
性
格
の
課
題
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
つ
ま
り
宗
派
を
超
え
た
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
い
ま
出
発
し
た

の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
実
践
の
願
い
は
連
帯

を
呼
び
、
連
帯
に
支
え
ら
れ
て
実
践
は
あ
り

得
る
と
謳
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
あ
り
き
た
り
の
セ
レ
モ
ニ
ー
は
し
ば
ら
く

措
き
、
こ
の
一
事
に
賭
け
る
こ
と
に
お
い
て

仏
教
の
蘇
生
は
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
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F
、
亀
隔
月
、
●
、
馳
、
亀
隔
亀
、
亀
魅
亀
、
唾
、
鷺
、
睦
、
馳
馬
亀
陶
馳
、
馳
、
亀
、
唾
、
馳
、
1
隔
亀
、
亀
、
馳
、
馳
覧
馳
、
馳
噛
馳
、
亀
、
o
、
1
噂
馳
、
馳
、
1
覧
亀
隔
臨
魅
馳
「
亀
」
亀
「
亀
、
馳
隔
亀
、
馳
、
馳
、
亀
隔
亀
、
亀
職
亀
、
口
鴨
亀
、
馳
隔
亀
、
亀
・
亀
隔
馳
・
働
、
馳
隔
亀
・
亀
・
」

昭
和
5
7
年
版

　
　
　
　
　
　
申
込
み
受
付
け
中

　
全
仏
総
務
局
で
は
、
左
記
要
領
に
て

「
全
仏
手
帳
」
を
発
行
し
ま
す
。
部
数
に

限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
注
文
は
お

早
め
に
。

内
容
三
帰
依
文
、
四
弘
誓
願
、
宗
門

　
　
　
　
聖
日
、
加
盟
団
体
役
員
住
所
録

　
　
　
　
忌
日
早
見
表
、
そ
の
他

申定サ
込　イ
先価ズ

9
×
1
4
㎝

五
五
〇
円
（
送
料
実
費
）

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
一

四
　
全
仏
総
務
局

　
「
全
仏
手
帳
係
」
宛

ジ
ち
ぞ
ロ
ゐ
サ
し
き
ト
コ
ギ
き
ヨ
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大
韓
仏
青
の
代
表
団

　
　
　
　
　
　
　
　
一
行
九
人
が
来
訪

　
去
る
六
月
三
十
日
、
大
韓
仏
青
の
代
表
団
が

全
仏
事
務
総
局
を
訪
れ
た
。
陶
生
圭
会
長
以
下

九
人
の
一
行
は
、
全
日
仏
青
（
正
本
乗
光
理
事

長
）
が
国
際
交
流
活
動
の
一
環
と
し
て
招
い
た

も
の
で
、
全
仏
で
は
鱒
淵
理
事
長
、
日
野
事
務

総
長
、
安
本
国
際
文
化
局
長
ら
が
出
迎
え
、
懇

談
し
た
。
一
行
は
こ
の
後
、
全
日
仏
青
と
日
韓

仏
教
青
年
会
代
表
者
会
議
を
開
く
な
ど
の
交
流

を
は
か
っ
た
後
、
東
京
近
郊
の
名
刹
な
ど
に
参

拝
、
七
月
四
日
帰
国
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

　
　
◇
掲
◇
示
◇
板
◇

　
　
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派

▼
新
し
い
宗
務
総
長
に
、
井
上
俊
夫
師
が
就
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【
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蓼
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【
P
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堕
「
■
藍
【
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▲創

任
さ
れ
た
。

　
　
　
妙
　
七
宗

　
▼
新
し
い
管
長
に
、
野
間
秀
昭
師
が
就
任
さ

れ
た
。

　
　
　
茨
城
県
仏
教
会

　
▼
茨
城
県
仏
教
会
で
は
、
去
る
六
月
十
七
日

か
ら
十
九
日
ま
で
、
沖
縄
追
悼
会
を
、
現
地
に

て
実
施
し
た
。國
聯

盟醐　
＝
表
紙
の
写
真
＝

　
太
田
呑
龍
忌

　　

@　

i群
n
県
蒲
団
）

　
　
　
大
光
院
開
山
、
然
誉
呑
龍
上
人
（
一
五
五

　
六
～
一
六
二
三
）
の
忌
日
法
要
。

　
　
呑
龍
上
人
は
、
間
引
き
等
が
行
わ
れ
て
い

　
た
当
時
、
多
数
の
幼
な
子
を
弟
子
の
名
目
で

帥
養
育
す
る
な
ど
、
慈
悲
行
に
篤
い
高
僧
だ
っ

洋
そ
．
」
で
A
「
日
で
も
「
子
育
て
呑
図
様
」

　
墜
輩
曇
【
匿
監
「
」
ワ

と
し
て
信
仰
さ
れ
、
無
事
成
長
や
安
産
等
の

祈
願
に
訪
れ
る
参
拝
者
が
絶
え
な
い
。

九
月
七
日
～
九
日
の
開
山
忌
に
は
、
大
祈

願
会
と
大
法
要
が
勤
め
ら
れ
る
。
大
法
要
に

は
、
散
華
行
道
を
は
じ
め
、
十
二
人
の
稚
児

に
よ
る
百
味
供
養
や
、
礼
讃
舞
（
三
尊
礼
）

の
奉
納
が
厳
粛
に
行
わ
れ
る
。
奏
楽
と
声
明

の
中
で
舞
う
稚
児
の
姿
は
華
麗
で
も
あ
る
。

　
ま
た
、
八
日
の
御
逮
夜
法
会
に
は
、
初
夜

礼
讃
や
百
万
遍
念
仏
が
修
行
さ
れ
る
。

　
本
年
の
大
法
要
は
、
七
日
午
後
二
時
か
ら

行
わ
れ
る
。

　
中
山
理
々
師
（
二
仏
常
務
理
事
）

　
七
月
二
十
七
日
、
東
京
品
川
の
昭
和
医
大
病

院
で
、
脳
塞
栓
の
た
め
遷
化
。
八
十
六
歳
。
七

月
三
十
日
密
葬
が
、
ま
た
八
月
三
十
一
日
に
は

本
葬
が
行
わ
れ
た
。

　
真
宗
大
谷
派
宗
会
議
員
、
全
判
初
代
国
際
局

長
、
財
団
法
人
日
本
仏
教
鎮
仰
会
理
事
長
、
さ
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昭
和
五
十
六
年
　
九
月
一
日
発
行

　
　
　
九
月
号
　
第
二
七
一
号

童

男
M
知
輯
撫
礒

ら
に
東
京
博
善
社
々
長
、
仏
教
タ
イ
ム
ス
社
々

長
な
ど
、
種
々
の
要
職
を
歴
任
。
ま
た
多
数
の

仏
教
関
係
国
際
会
議
に
出
席
し
た
。

　
浅
井
　
堅
教
師
（
全
仏
元
常
務
理
事
）

　
七
月
三
十
日
、
埼
玉
県
越
ケ
谷
の
自
坊
、
金

剛
寺
で
心
不
全
の
た
め
遷
化
。
七
十
二
歳
。
八

月
二
日
密
葬
が
行
わ
れ
た
。
本
葬
は
九
月
十
四

日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
真
言
宗
豊
山
派
宗
会
議
員
、
教
化
部
長
、
総

務
部
長
な
ど
を
経
て
、
四
十
九
年
に
は
宗
務
総

長
と
な
る
。
そ
の
他
宗
門
の
要
職
を
歴
任
。
第

十
二
回
W
F
B
東
京
大
会
で
は
、
実
行
委
員
会

副
委
員
長
を
つ
と
め
た
。

事
務
総
局
録
事
（
七
、
八
月
）

　
　
（
七
月
）

　
　
三
日
　
全
仏
セ
ン
タ
ー
準
備
委
員
会

　
　
　
　
第
二
十
八
回
全
書
大
会
幹
事
会

　
　
八
日
中
日
陰
連
理
事
会

二
十
一
日
　
局
内
会
議

二
十
七
日
　
機
構
改
革
委
員
会

　
三
十
日
　
文
化
会
議
講
師
打
ち
合
わ
せ
会

　
　
　
　
　
中
山
理
々
師
密
葬
参
列

　
　
（
八
月
）

　
　
三
日

　
十
八
日

十
九
日

二
十
一
日

二
十
八
～
九
日

三
十
一
日

発
行
所
財
団
法
人

第
一
回
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

局
内
会
議

第
一
回
税
務
委
員
会

W
F
B
執
行
委
員
会
（
ジ
ャ
カ
ル

タ
、
二
十
五
日
ま
で
）

　
　
第
十
四
回
日
本
仏
教
文
化
会

　
　
議

局
内
会
議

　
　
　
全
　
日
　
本
　
仏
　
教
　
会

蔑
も
ら
爆
6
肇
◆
も
◆
聾
◎
も
6
塾
6
ら
6
も
◎
ら
6
も
◇
も
ら
漣
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史上初の試み　現在あたれる限りの仏教教典をはじめ世界各地の伝承民話、近代までの仏教

　文学を基に、釈尊伝・高僧伝なども含めた、今までにない仏教文学の一大集大成です。
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